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新型コロナウイルス感染症により、私たちの生活は大きく変化し
ました。各施設では細心の注意をもって施設内クラスターの発生を
防ぐべく感染症対策に徹底的に取り組んでいることと思います。
しかしながら、現在も大都市圏をはじめ各地で新たな感染者が発
生しており、先行きが見えない状況です。そのため最後のセーフ
ティネットである救護施設においても「with コロナ」について考えて
いく必要があります。

本コーナーは、他の救護施設のさまざまな状況や実践を通し、
それぞれの施設の新しい戦略のヒントになればと企画しておりま
す。第一弾は総務・財政・広報委員会を中心に施設の取組をお
伝えします。
次号以降については、各施設からの取り上げて欲しいテーマ

や実践なども募集する予定です。
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新規入所について
●静心寮（北海道）
他施設や医療機関等、直近の健康状態が把握でき、感染の

恐れの無い方はそのまま入所、その他の方については、ア
パート等を利用して、２週間程度状態確認の上入所としていま
す。

●さつき荘（東京都）
見学や入所については、事前（２週間程度）の体温、体調等

を確認し等問題がなければ通常の受け入れを行っています。

●フローラ（大阪府）
ＰＣＲ検査を受けた後に陰性であれば入所して頂くのが理想
ですが、福祉事務所によっては困難な場合が多いのが現実
で、胸部ＣＴやレントゲンを含む健康診断書で判断することが
殆どです。

●丸山荘（愛媛県）
ホームレスや自宅等からの入所に関しては、入所後2週間は

専用の個室で対応しています。医療機関や他施設の人が入
所してくる場合は通常の居室で受け入れをしています。関係
機関からの問い合わせも多く、コロナ前の状況に戻っているよ
うに感じます。

面会と外出について
●静心寮（北海道）
面会は換気を行いながら、マスク・シールドを使用し１５分程

度としています。外出は感染予防ができると判断される方につ
いては原則自由とし、必要に応じて職員が付き添う等の対応
を行っています。（行き先が分かるよう外出計画書を作成）。

●美原の里（大阪府）
面会は基本的には中止にしています。外出は必要がある場

合は、公用車にて送迎をしており、不要不急・公共交通機関
を利用する場合は禁止としています。近隣のコンビニは認め
ていますが、回数は少なくしてもらっています。

●フローラ（大阪府）
面会は検温、問診の後、５～１０分としています。外出は予

め決めた時間帯に隣接する法人施設内売店のみにしていま
す。

●かんざき日の隈寮（佐賀県）
面会は家族等のみ事前予約制で行っています。また、来訪

時に健康チェックを行い、専用スペースを設け、時間を制限し
ています。外出は、就労以外は職員引率とし、3密を避けるよ
う気をつけています。

日常の３密回避について
●郡山せいわ園（福島県）
ホールや居室等は、定時に窓を開けて換気を行い、密閉空間
を作らないように注意しています。

●八尾園（富山県）
サークル活動、入浴などはグループ分けをして実施しています。

●美原の里（大阪府）
職員室・面接室などは、パーテーションを設置しています。空

気の入れ替えと次亜塩素酸ナトリウム液の噴霧（加湿）もしてい
ます。 食事は、フロアごとで入替制にしています。人数が集ま
る部屋（作業室）にサーキュレーターを設置しています。

●丸山荘（愛媛県）
食事の際は、はす向かいに着席をお願いしています。エレベー
ターや階段が混雑しないように食事時間を男女で分けたり、床に
テープを張って立つ位置を決めて待機するなどをお願いしてい
ます。職員室・事務室は透明のビニールシートを利用し直接触
れ合うことが少なくなるようにしています。

施設行事について

●郡山せいわ園（福島県）
地域の方々との交流行事やご慰問等は、軒並み実施を控え

ています。また、外出をともなう行事(旅行・買い物等)について
も、実施を見合わせたり中止にしています。

●さつき荘（東京都）
一泊旅行、日帰り旅行については、利用者に説明の上、中止

にしました。代わりに密にならないよう配慮しながら食事会を行
いました。今後については、すべて中止するのではなく、どのよ
うな形態なら実施できるかを検討する予定です。

●かんざき日の隈寮（佐賀県）
外部講師を招いて行う行事や外出行事については、状況に

応じて自粛したり、3密にならないよう配慮しながら、実施してい
ます。外食行事の代わりとして、施設内でテイクアウト食事会を
定期的に実施しています。衣料品店を貸し切り、入所者と衣類
購入に出かけています。
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